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令和 3 年３月会　　　　　報（1）第19号

ご
挨
拶

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会

　
　
会
長
　
宇
野
松
人

　

令
和
三
年
の
新
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
消
防
機
関
や
各
団
体
の
方
々

の
当
協
会
の
事
業
運
営
に
対
し
格
別
の
ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
七
月
の
九
州
豪
雨
災
害
で
犠

牲
者
五
十
人
以
上
と
い
う
大
き
な
被
害
が
出
た
熊
本
県
の
球
磨
川
の

氾
濫
、
ま
た
江
の
川
の
氾
濫
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
私
ど
も
鳥
取

県
西
部
地
域
で
は
会
員
事
業
所
も
含
め
、
幸
い
に
も
大
き
な
自
然
災

害
や
大
規
模
な
火
災
・
事
故
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
会
員
各
位
の
御
努
力
の
た
ま
も
の
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
よ
り
現
在
も
続
い
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
鳥
取
県
西
部
で
も
年
末
か
ら
急
激
に
増
加

し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
毎
日
過
酷
な
現
場
で
尽
力
さ
れ
て
い
る
医

療
従
事
者
や
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
が
く
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
発
足
九
年
を
経
過

し
例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
危
険
物
取
扱
者
試
験
対
策
と
し
て
の
準

備
講
習
会
の
実
施
及
び
実
務
研
修
会
や
境
港
市
消
防
保
安
協
会
主
催

の
事
業
所
対
抗
消
火
競
技
会
へ
の
参
加
と
い
っ
た
協
会
員
主
体
の
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
の
検
討
も
含
め
、
各
会
員

事
業
所
が
防
火
・
防
災
管
理
に
対
す
る
意
識
の
更
な
る
向
上
を
目
的

と
し
た
各
種
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
と
連
携
し
な
が

ら
、
火
災
・
事
故
の
な
い
快
適
で
安
全
な
生
活
が
過
ご
せ
る
地
域
作

り
に
貢
献
す
る
た
め
、
い
っ
そ
う
の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
ま
た
本
年
の
無
事
故
、

無
災
害
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

とっとり花回廊から臨む大山（撮影：実近達人氏）



第19号（2）令和３年３月 会　　　　　報

６
月　

役
員
会
・
定
期
総
会

　
　
　
（
書
面
会
議
）

８
月　
「
会
報
18
号
」発
刊

９
月　

甲
種
防
火
管
理　

新
規
講
習　

　
　
　
（
42
名
参
加
）

　
　
　

防
火
・
防
災
管
理　

再
講
習　

　
　
　
（
７
名
参
加
）

　
　
　

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　

準
備
講
習
会

　
　
　
（
乙
４　

28
名
、丙　

２
名　
　

　
　
　

参
加
）

10
月　

甲
種
防
火
管
理 

新
規
講
習　

　
　
　
（
43
名
参
加
）

　
　
　

防
災
管
理　

新
規
講
習

　
　
　
（
５
名
参
加
）

　
　
　

消
火
競
技
会（
３
事
業
所
４　

　
　
　

チ
ー
ム
参
加
）

11
月　

甲
種
防
火
管
理　

新
規
講
習　

　
　
　
（
52
名
参
加
）

12
月　

甲
種
防
火
管
理　

再
講
習　
　

　
　
　
（
20
名
参
加
）

２
月　

危
険
物
取
扱
者
試
験　

　
　
　

準
備
講
習
会

　
　
　
（
乙
４　

13
名
参
加
）

会
務
中
間
報
告

米子瓦斯株式会社
　　　　所在地／米子市旗ヶ崎2200

　　　　創　立／昭和５年５月18日

～地域の最も身近な企業として
　　快適な毎日に貢献します～

　
第
一
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講

習
会
、
新
入
社
員
防
災
研
修
会
、
新
年

役
員
会
及
び
実
務
研
修
会
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
為
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 会社概要
弊社は都市ガス、LP ガスの供給を通じ

て快適で豊かな暮らしに貢献してまいり
ました。

創業以来 90 年、地域の発展と共に成
長し、「お客様の安心・安全」を最優先に
ライフラインを支えています。

新たに電力販売へも参入し、ガス・電
気・熱を組み合わせた総合エネルギーサー
ビス業を目指しており、お客様の生活ス
タイルに合わせたサービスを提供してい
ます。

地域に根差した活動基盤や信頼を土台
に創業 100 年に向かって一層の成長を続
けてまいります。

 防火・防災等への取り組み
毎年、米子ガスグループで防災訓練を

実施しており、災害時行動要領の確認な
らびに実動訓練を行っています。

会員事業所紹介会員事業所紹介

　訓練では、地震等で通常のガス供給が
困難なお客様に対して、仮設ガス発生装
置の設置から器具点火まで一貫した作業
訓練も行っています。
　また、山陰地区の松江市ガス局、出雲
ガス株式会社と防災協定を締結し、災害
時における他社との連携強化を図ってい
ます。
　今後も地域の皆様の安心・安全を第一
に、更なる災害対策強化に努めてまいり
ます。

仮設ガス発生装置の設置訓練



令和３年３月会　　　　　報（3）第19号

消火競技会
　令和２年１０月１６日（金）に、境港市消防保安協会主催「第４１回事業所対抗
消火競技会」が境港消防署において開催されました。
　当日は爽やかな秋晴れの中、境港消防署の皆様にご協力頂きながら全１７
チームが消火技術を競いました。当協会からは３会員事業所より４チームのご
参加頂き、また、ご多忙の折にもかかわらず宇野会長にご臨席賜り、消火競
技会を盛り上げて頂きました。（協会ホームページも併せてご覧く
ださい）

Q1のＡ　優勝を狙っていましたが、残念ながら目標達成とはなりませんでした。悔しい思いで
いっぱいです。
Q2のＡ　普段使わない道具を扱える良い機会をいただき勉強になりました。
日頃から防火に努めるのはもちろんですが、緊急時でもスピードは必要になると思うので、い
ざという時に役立てられればと思います。
Q3のＡ　次なる消火競技会では松本油店チームが全部門で優勝できるように、「早い判断、迅速
な行動、丁寧な仕事」を日々心がけ鍛錬していきます。

Q1のＡ　入賞こそしませんでしたが、6位という成績をとることができ、前年に比べて好成績をと
るという目標は達成できました。（東山さん）
3位入賞を目指していた為、6位と目標には届きませんでしたが、昨年参加した時より順位が上がっ
てますのでとりあえず満足しています。（市村さん）
Q2のＡ　消火栓の使い方や効率的な消火の仕方を学ぶことができました。また他のチームの動きを
見ることでより効率的な動きを学ぶことができ有意義な時間になりました。今回得た学びを今後の
業務に活かしていきたい。（東山さん）
普段行うことない体験をさせてもらい貴重な経験となりました。このような大変なことを常日頃か
ら行っている消防職員の方には感謝しかありません。（市村さん）
Q3のＡ　業務の中で動きなどを磨いて次の競技会に参加した際は、ぜひとも入賞できるようにした
い。（東山さん）また参加させてもらうことがあれば、次は3位入賞を狙います。（市村さん）

Q１のＡ　私たちの競技順は10番目でした。他のチームの様子を観察できたのでイメージトレー
ニングはバッチリ。ところが、放水でボールを落とす際に横風で水が散ってしまい、なかなか
落ちない。順位は全17チーム中16位と残念な結果になりました。
Q２のＡ　他チームと競い合うことで、楽しみながら初期消火を学べるところが良かったと思い
ます。また、2人1組での放水は非常用の消火栓使用の練習になったほか、水消火器ではなく粉
末消火器を用いて実際に消火を行うなど、本番を意識した内容だったことが大変有意義だと感
じました。
Q３のＡ　弊社経営理念の｢米子ガスは地域の最も身近な企業として、安心・安全を最優先に、快
適な毎日に貢献します。｣を第一に業務に取り組んで参ります。

Q1のＡ 　優勝を目指していたので、目標通りの結果でした。
しかし、タイムとしては男性の部とかなり差があったので、もう少し良いタイムを出したかっ
たです。
Q2のＡ　炎の恐ろしさや消火の難しさを実感し、より一層、火災や事故への安全意識が高まり
ました。また、普段着ることのない防火服を着ることができてよかったです。
Q3のＡ　次の消火競技会では、全部門でも1位のタイムが出せるように頑張りたいです。

株式会社松本油店（男性の部）

日ノ丸産業株式会社米子支店（男性の部）

米子瓦斯株式会社（男性の部）

株式会社松本油店（ペアの部）

チーム名：チーム山賊
出場者名：堀尾　勝也さん
　　　　　田中　辰弥さん
タイム：00:56.66
順位：２位

チーム名：日ノ丸産業
出場者名：市村　雄大さん
　　　　　東山　拓真さん
タイム：01:06.84
順位：６位

チーム名：米子ガス
出場者名：荒松　大輔さん
　　　　　齋木　怜央さん
タイム：01:36.36
順位：10位

チーム名：チームでこぼこ
出場者名：土屋　貴史さん
　　　　   山本　侑奈さん
タイム：01:14.65
順位：１位

消火競技会に参加しての感想を伺いました。 
　Ｑ１　成績は目標通りでしたか？
　Ｑ２　消火競技会に参加してよかったことや勉強になったことは？
　Ｑ３　今後の目標を一言！



第19号（4）令和３年３月 会　　　　　報

消防法令等に基づいて設置されている　旧規格消火器は、2021年12月31日までに交換が必要です。

★建物火災は火災全体の38％
　火災種別の構成比率を見ますと、その他火災が44件
（57％）で最も高い比率を占め、次いで建物火災が29件
（38％）となっています。

★出火原因は「たき火」が最も多い
　77件の出火原因を見ますと、たき火が28件（36％）
と最も多く、次いで電気装置及び電灯等の配線が３件ず
つ（７％）となっております。

令和2年 令和元年 増減数

火
災
種
別

建物火災 29 52 ▲ 23

林野火災 1 2 ▲ 1

車両火災 3 11 ▲ 8

船舶火災 0 2 ▲ 2

その他火災 44 45 ▲1

火災件数（件） 77 112 ▲ 35

3 月 1日（月）～ 7 日（日）までの「春の全国火災予防運動」
期間中、西部消防局管内の家電量販店の協力のもと住宅用
火災警報器販売コーナーにおいて、ポスター及びリーフレッ
ト等を設置し、地域住民への住警器の適切な維持管理や本
体の交換等の推進を図りました。

当協会におきましても、防火・防災の為の実務研修の開催
や住宅用火災警報器の普及及び防火冊子の配布による啓発
などの事業を行っており
ますが、会員事業所にお
かれましても従業員への
防火教育の充実強化、自
主防火管理の徹底などを
行って頂き、火災発生防
止に努めてください。

～西部消防局管内の動き～

令和２年度　全国統一防火標語
その火事を　防ぐあなたに　金メダル

春の火災予防運動 が実施されました。

火災概況について（令和２年１月～12月）
　西部消防局管内の火災件数は、過去 10 年間をみると、平均 110 件前後で推移しておりましたが、
令和２年中の火災件数は 77 と前年に比べ 35 件（31.2％）の減少となり、10 年間で最も少なくなりました。
また火災による死者数 1 人、負傷者 6 人とこちらも前年に比べ大幅に減少しました。

出火状況と出火原因

適応火災が「文字」で「普通・油・電気」
と表示されていたら「旧規格」の消火器で
す

適応火災が「絵」で表示されていたら
「新規格」の消火器です。



令和３年３月会　　　　　報（5）第19号

　令和3年度各種試験 ・ 講習会日程が決まりました。詳細につきましては、別紙実施要領また
はホームページでご確認ください。
■準備講習会について
　危険物取扱者試験準備講習会（乙種第４類及び丙種）を開催いたします。
　なお、会員事業所の方は受講割引がありますので、詳細につきましては別紙受講要項または
ホームページでご確認ください。

令和3年度 各種試験・講習会日程

講習種別及び
講習回数 講　習　日 受付期間

（※講習会前日まで受付）
試　験　日 受講料

（会員）
受講料

（会員外）
テキスト代

（法令編・実務編・例題集）

乙種第４類
（定員50名）

第１回 5月17日(月)・18(火) ４月19日（月）～ 6月13日（日）
6月20日（日）

7,500円 11,500円 4,500円第２回 ９月16日(木)・17日(金) ８月16日（月）～ 10月17日（日）
10月24日（日）

第３回 2022年
２月９日(水)・10日(木)

2022年
１月４日（火）～

3月6日（日）
3月13日（日）

丙　　種
（定員30名）

第１回 5月25日(火) ４月19日（月）～ 6月13日（日）
6月20日（日）

5,300円 6,800円 3,900円第２回 9月22日(水) ８月16日（月）～ 10月17日（日）
10月24日（日）

第３回 2022年
２月15日(火)

2022年
1月4日（火）～

3月6日（日）
3月13日（日）

区分 試験日・試験種類 試験会場（予定） 受付期間・合格発表予定日

危

険

物

取

扱

者

試

験

第１回 　６月13日（日）
(甲種、乙種、丙種)

（東部）鳥取県庁
（西部）米子コンベンションセンター

（書面申請）4月9日（金）～ 4月23日（金）
（電子申請）4月6（火）～ 4月20日（火）
（合格発表予定日）７月12日（月）

第２回 6月20日（日）
(甲種、乙種、丙種) （中部）倉吉未来中心

（書面申請）4月9日（金）～ 4月23日（金）
（電子申請）4月6日（火）～ 4月20日（火）
（合格発表予定日）７月20日（火）

第３回 10月17日（日）
(甲種、乙種、丙種)

（東部）鳥取県庁
（西部）ポリテクセンター米子

（書面申請）8月13日（金）～ 8月27日（金）
（電子申請）8月10日（火）～ 8月24日（火）
（合格発表予定日）11月15日（月）

第４回 10月24日（日）
(甲種、乙種、丙種) （中部）倉吉未来中心

（書面申請）8月13日（金）～ 8月27日（金）
（電子申請）8月10日（火）～ 8月24日（火）
（合格発表予定日）11月22日（月）

第５回 2022年2月6日（日）
(甲種、乙種、丙種) （中部）倉吉体育文化会館

（書面申請）2022 年 1 月 7 日（金）〜 1 月 21 日（金）
（電子申請）2022 年 1 月 4 日（火）～ 1 月 18 日（火）
（合格発表予定日）2022 年 4 月 4 日（月）

第６回 2022年3月13日（日）
(甲種、乙種、丙種)

（東部）鳥取県庁
（西部）ポリテクセンター米子

（書面申請）2022 年 1月 7 日（金）〜 1月 21日（金）
（電子申請）2022 年 1月 4 日（火）～ 1月 18 日（火）
（合格発表予定日）2022 年 4 月 11日（月）

消
防
設
備
士
試
験

第１回
7月25日（日）

甲種 （特類、1類～ 5類）
乙種（1類～ 7類）

（中部）倉吉体育文化会館
（書面申請）5月14日（金）～ 5月28日（金）
（電子申請）5月11日（火）～ 5月25日（火）
（合格発表予定日）9月1日（水）

第２回
11月21日（日）

甲種 （特類、１類～５類）
乙種（１類～７類）

（東部）鳥取県庁
（書面申請）9月17日（金）～ 10月1日（金）
（電子申請）9月14日（火）～ 9月28日（火）
（合格発表予定日）2022年１月12日（水）

令和3年度 危険物取扱者試験準備講習会　※受講料はテキスト代を含みます。

令和3年度 危険物取扱者試験・消防設備士試験日程 ※危険物取扱者試験　準備講習会と危険物取扱者試験の申込先、受付期間は異なりますのでご注意ください。
（試験の受験申込先は、「一般財団法人 消防試験研究センター 鳥取県支部」です。）

令和2年度　危険物取扱者試験　結果報告
★第１回 ★第２回

乙４ 合格率 丙 合格率 乙４ 合格率 丙 合格率
講 習 受 講 者 　講習なし 講習なし　 45.5％ 100.0％
鳥 取 県 平 均 33.2％ 58.8％ 42.1％ 83.3％



第19号（6）令和 3 年３月 会　　　　　報

　西部消防局主催の防火管理等講習会につきましては、令和３年度も引き続き開催いたします。
詳細につきましては別紙受講要項またはホームページでご確認ください。

１　甲種防火管理新規講習（定員60名、３回のみ50名・テキスト代4,600円）

２　乙種防火管理講習（定員10名・テキスト代4,600円）

３　防災管理新規講習（定員40名・テキスト代3,100円）

４　甲種防火管理再講習（定員60名・テキスト代2,000円）

５　防火・防災管理再講習（定員20名・テキスト代2,500円）

令和3年度　防火管理等講習会

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 5月12日（水）・13日（木） ４月21日（水）～４月30日（金）

第２回 ９月２日（木）・３日（金） ８月17日（火）～８月26日（木）

第３回 11月18日（木）・19日（金） 10月27日（水）～ 11月5日（金）

第4回 令和４年３月15日（火）・16日（水） 令和４年２月21日（月）～ 3月4日（金）

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 10月14日（木） ９月27日(月) ～ 10月６日（水）

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間
第１回 12月10日（金） 11月24日（水）～ 12月３日（金）

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 　６月22日（火） ６月７日（月）～６月16日（水）

事務局よりお知らせ
★会費の納入について★
　令和２年度の会費につきまして、ご協力頂き誠に有難うござ
いました。次年度の会費につきましては、定期総会終了後にご
請求させていただきたく存じますが、お振込やご持参等による
納入が困難な場合につきましては、事務局員が集金に伺います
ので、ご一報願います。

★DVDの貸出について★
防火DVDの貸し出しを行って
おりますので、ご活用くださ
い。詳しくは協会まで。

米子地区防火安全協会事務局　TEL:0859－35－1970
●メールアドレス：y-fpsa＠yonago-kyoukai.sakura.ne.jp
●ホームページアドレス：http://www.y-fpsa.jpn.org/

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 令和４年３月15日（火） 令和４年２月21日（月）～３月４日（金）
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